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	実験　「ペーパークロマトグラフィー」


１　目的

混合物の分離・精製の方法の１つであるクロマトグラフィーを行い、操作の確認をする。
２　注意

３　準備
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食用色素青色１号，食用色素黄色５号，食用色素赤色105号，純水，クロマトグラフ用紙（2 cm×6 cm）、呈色反応皿，スクリュー管（φ35 mm×78 mm），爪楊枝，ピンセット，紙，ホットプレート
４　方法＆結果
1） クロマトグラフ用紙の準備
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青色の溶液を爪楊枝の先端につけて，クロマトグラフ用紙の下端から1.3 cm付近の中央部に，１回点を打つ（図参照）。この点に，黄色，赤色も同様に１回ずつ点を打ち３色を重ねていく。
(2) 同じクロマトグラフ用紙の左5 mmほどの場所に，青色の溶液で１回点を打つ。
(3) 同じクロマトグラフ用紙の右5 mmほどの場所に，赤色の溶液で１回点を打つ。
2） クロマトグラフィーの確認
(4) ピンセットでクロマトグラフ用紙をスクリュー管に入れてふたをする。各色がどのようににじんでいくかを観察する。
(5) 純水がクロマトグラフ用紙の上端から1 cmの高さまで上がったら，スクリュー管からクロマトグラフ用紙を紙の上に取り出し，余分な水を吸い取る。ホットプレートで完全に乾かす。
3） 片付け

呈色反応皿はスポンジで洗い、乾燥台に立てかける。
他の物は洗わなくてよい。
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水分を除いたクロマト


グラフ用紙を貼りなさい。











